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砂耳語罪塁 9pヲズ了われ問をまでの主主w
b臼符 8月3.1Eヨ(後〉キ寄鰐30 EI侵(受議料?築総〉

分 院砂場所

砂金著書 言手ミーJL， 1>申し込み，約いaわせ 8月23
惨B跨 81'ミ殺のく火)殺ともの午前 1>金銭 1∞ 
90寺かうと子首長4雲寺〈伶5議Eヨは休み〉 努申し込み・問い合わせ 包4t箆
験場所市総務総議2・3会議室 絞殺鈴子紛失三重大熊"'83210 慾災終生E活センタ宮0473ーさ?鈴11
砂罪悪い合わtt i1書!葬祭主表 パじぷニエー・'一

惨内容 義援寄り、lli'燥で言く:い、ス

イカ絞り、才ま〉よご

砂控患いさきわ鈴 子五住宅まちフくり

渡辺宮89-374日

学校でわかる詰菱重義

あをきらきち主主いで

炉包F号 81'弓くかD午後記録

砂会屡 妻霊多奪;芝公務自広場 1>:l"'I室長

，..問いおり殺さ絞ヨミ雲霞会事務胃 砂崩["'i忍み“問い合わぜ生綴絞

宮 1995 嘉手会主走塁センタ "'3dイJ078

震望書綾部zw告書主主孫自44-8115

Hヨ喜寺 9月T告白ぐ激南百号。普奇

襲易型墨E奇

1>恕象 総長襲i主AJ乙乙鉛毒事7ωモ5

1>申し込み・罪奪い苦言語3せ 8月20
日訟でにハ万キiこを主主持、 flo名、年

齢、 言道筋言語縁者を密入し菜室?止喜望まで

画極度千葉襲警察窓|
惨さ罪主主人霊童 男子CA)文学Z器禁農家

主誌はま主込m替、 (8) (d)1以外警護
約船主主、女子主主108

砂受信真話題 ヲ ぅg

月'13Eヨ〔二仁ご

砂試験問 機所主義守交9月2日日

b韓請い百きわ枝 子主草子議察署警官82

01'10 c女ξは各駐在，派投手詩ヘ

ヅワプによるま霊祭祭で宅10

1>凶器者 お隊17Eヨ〈臼〉午後?潟

砂入機!3窃 濡F需の望書務不とき

"..罪事い合わせ 社会殺事毒殺

宮82-0110 念総与まffi設整備護金iこと刃物総さぎ

の軽量没賓宮主主主'1ï5374~;:tJの襲撃得力'

あり苦しと。
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